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研究機密紹介ち：＇~て主

カリフォルニア大学問際問題研究所

Institute of International Studies, University of California (Berkeley) 

!; !) -.1オノレ三ア大学（パーケレー）にむけるあらゆる

分野よりする低開発国研究プロジヱクトは，ほとんど国

際問題研究所（Instituteof !ntemational Stuclics）で一

括して行なわれている。

±のり1究所；土，大学たおける地域研究と司際比較研究

の計画が急速に増大するにしたがい，それらを統轄する

ため1955年に設立された。 1960年代初めは，地域研完iご

重点がt,:IJサI，こが資料が茶積L,'i'Jiしし、 J；混ょが開発さ

れるに［＿ Iこがけ，｜司際比較研究にも ）］／；•入れられる上う

になった。さらに，両聞からの研究が進展していくにし

たがい，社会科学における理論的方法論的問題が議論き

れるよろにた》てラている】現存， =. tも「》 Lつの子ーマ

のもとに種々の調・・,ti:計ith＼や講座が設けら;rtていろの

個々の調査計画は，主として次のごつの方法をもって

決定されている。一つは，研究所が主催して研究者の定

期的会合をもち，そこで各内関心の圭〉る問題を議論して

研究計i向iポ作ムれていく。もう一つの｝j法；土，各研'1空者二

が自らの計画を研究所に提示する。いずれにしても，研

究所に属する二つの委員会が研＇Ji:社両を取捨選択して財

政的裏付ヴを ＇i・えるかどうかを決定することになっω、
る。

研究所の財政に常及すると，事務局予算はカリフオノレ

ニア大学予算に 1項目として組み込まれているが，研究

計両のえめの資金は外部に依存してヤる。そのほとんど

がブオード即団に依拠しているという三とである。

三この研究成果の発表形式は，計繭責任者に一任され

ており，研究所自身が持つ発表形式はモノグラブのみで

あり，それも数が少ない。大部分l土，学界誌に発表され

たりあるいじ単行本としてまとめられて炉る。

以上のことをとりまとめる組織は下記の上うになって

いる（1969-1970年度〉。

Directors 

Director 

Associate Director 

Executive Committee 
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Ernst R. I I；国S

Neil J. Smelser 

Eugene B. Mihaly 

（政治学部教授）

Neil J. Smelser 
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Kingsley Davis 

Martin E. Malia 

Benjamin N. War<l 

Program Committee 

（社会学部教授〉

く社会学郊教授〉

（歴史学部教授〉

（経済学部教授〕

Martin A. Trow （社会学部教授）を委H長土して，

社会学（3人）， q1近束言活，人類学，歴史学，政治
学（2人），経営学（Busine開 Aclministration）の教

授9人で構成されてし・るの

A《lvisoryCommittee 

仁harlcsY. Gloe!乞件上会学部教授）を委員長と L

γ，経済学（2人〕，経営学，政治学（2人〕，人類学，

法学，歴史学の教授9人で構成されている。

次に，研究所の紙開発同に関する長；庄のおもな研究けi

plijとJ-i也域研究機関を紹介する。

この研究所が 1969-1970年院に持ったプログラムは次

の14である。

(¥) Comparative National Development Program 

M Comparative Studies of Communist Societic出

and Movements 

（日） Comparative Elites Program 

W World Population Growth ancl Demo日raph,c

Behavior 

(5) Comparative Pro日ramon Religion and Society 

(6) Economic Development 

(7) Comparative Studies of Industrial Societies 

的 SocialLinguistics and Communication 

納 InternationalRelations 

CH≫ Western European Studies 

帥 LatinAmerican Studies 

(I草 International Population and Urban Research 

帥 InternationalLegal Studies Program 

(14) Theoretical and Methodological Studies 

以上のプログラムのうち，低開発国tこ関する最近の主
要な研究計爾をとりあげてみる。研究計画名のつぎに，

カッコ内に主要研究者の名が書かれている。
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研究機欝紹介一一一

1. 社会の発展の比較研究

二C／）プロゲラムのうちには27のプロジェクトが含まれ

てし、る。そのろも主華客h7°口ジヱクトを）￥，げてみれば次

の通りである｝

近fUIノの政／｛／／ (Apt，汁， D I:.) 

El日Mr：にllfl:tず】た1卸売であり，これまでの結果はすで

ト－ 1/illltの本にまと ιふじ1れて：， • Jλ この研究の’i'l'(-l士、政

治体的｜！の社会事cfl（への関係に反映される一：つの付抗する

仮ir/,J .＇；，’理論的；乙＇／ f,i!E的に淵べてみ上うとす7,.！， のでふ

るれその一つは政治組織を変革しようとするグループに

み1・.れる“7品激化” （raclicali1;ition）マ1ηり，（〉行司つは

H 二·~） 1手IHr'ii こぶけろ分ヴまえを消大占、tl:" 上うと j るグ·レ

-7＇にある“フツレジョア化”（ embourgeoisement）であ

る＇ ，，え行主的，；~をへながら， HUtこはも iと簡単な定式化ぷ

なされ，そのもとでラテン・アメリカと 7ブリカを対象

とし、実/iiEOF有がiiなわれ口、るD すたわち、 :ffi展t土ff
iill¥両日分に依存し，公平は秩序に関係し，したがって，資

抑両日勺、のの平は段ff:Ji)る発l.11J土等しい土する｝ “ブルゾ

ヨ「1ヒ”と“過激化、、 J主公：ドに関するケル－ 7//ilの動た

であリ，資源配分は階層にじ〉て決定されるけ

(b) 階幸町II'/；造と：li:(U七（Bellrlix,R.) 

2011十紀における任会変動の研究に基づいて，？ルクス

と，.， ，：－，、 ；こkノ：、i;片i枝分析を統合Ltうと十.0'.,1,il>T・

;t，，早：：； ' 

集問J三象（ιmu日rcpn・sc！るntation：と！ElJそがJ』ずしf「
,Das ( ;upta, J.) 

f ンドでは‘’h教、弓；話， J也域等による~団が被合的

工I今 ＇.：ik:定検特を作ちが、それは政治的統合を強化する Ii

p'ijに働く，ということを証明しようとする研究であるn

,I 文イヒにJ；けラノ江、化， 'j::1/，、生活とti会秒、 'r-(hf."!) 

(Eberhard, W. and De Vos, G. A.) 

~＂＇ほっ fこと化における家折、（中国主｛じと日本文化） I~ 

異なった社会において同じ文化を保持している家紋（サ

ンフランシスコと子？？湾における中国人宗族）を比較する

ことによ 2 乙文化的価値保 （cultural valu叫，社会体

制と家族生活の相互関係を調べようとする研究である。

（ぃ集rn問調係， i司民統介と社会の宅展のはi際比較i<JI
究（Glock,C. Y.) 

て業化土問；市化札都市の（］：民に攻n、す影符を，香i’品、
パンコック，シンガポールとマレーシアで調査しているο

(f）農業発展における労働の配分 {Jor伊 n同日， D.W.) 

i資源配分，ことに労働配分が低調発国のノ実業部門にお

いて経済理論にじ）てどの純度説明できるかが研究の日

76 

的である。対象として日本，韓国と台湾がとりあげられ

-・ .~ に V‘＇.；：， o

（同 アフリカにおける金融お上ぱ貿易構造における比

較研究（Letiche,J_ M.) 

i：要i「（／ Yリカ靖国の金融制度と銀行組織に関する独

ヤ(JfJと伎の期論的汁／）似Jj;七校研究であるの

(Ii; .11: ，－←yリカ’－；：マlei室重IJ(Moore, C. II.) 
ぞ口、ソご"1, 'TIレジ 1 リアとチコニジアの学生運動を比

l均するとどに上－，て得た紡論l土，苧午の組織の政治的役

’iii］は，他のエリートの構成とかれらの出身階層に依存す

るというごとであ、え。

(i) 働党制に関するシンポジウム（Moore,C. H.) 

党結！JIと工る国1/'lの緊張左社会経済的変化の対処のftー

かに！現する乙ンポジウムである。メ干シコ， ソ連，ユー

ゴ，チュニジアおよびその他のアフリカ諸国の一党制が

怜；fされた、一党jfjl]i主社会的二極化に対応して発生すーう

ものと結論されている。

2. ヱリートの比較研究

(,c) τリート研究．中共，北朝鮮と北ヴェトナムの政

lh と ',Ji'.•j}ヱリート研究（日calapino, R A.) 

、二れらj長崎主義itiにおける政治と引事ヱリートのJf;r&

と股｜掲の共通パターンと差異についての研究計画。次の

上うなこと治2一つ！／）結論としてJ臼さhているミJ 共産党が

i拡命に

と(!Jl『 rjをも ，C」、た力1，行5討J(t'J1雪僚的；H導理念にとつてR

わ「》;/Lてし、く η しかしf（£機の際には軍事官僚カ：重要にな

r’でくる ι そして，共産t茶－LlJー H土，上回にあ，》亡it 
;,fciv}Jl'Y.Jで， ，－－1審にふソては1,l/i11'L的で行僚的tこな eBてくるの

3. 世界の人口成長とその動向

r:i.J 人Ilと都市化の国際比較研究（Davis,K.) 

1965年に始まった研究計画であり，二つの主要なプロ

ジτクトがある。 ーつは， 1950～1970年の［II：界における

都市化であり，他の一つはラテン・アメリカの人口の比

較研究と社会構造との関係である。

4. 宗教と社会の比較計画

(a) アジア社会，イスラム社会における宗教と近代化

の比較研究（Bellah,IC N.) 

伝統的文化，特に宗教の社会に与える近代化への影響

を， 13本，中国， インドε1スラム諸国に,t＿；いて調査し
ようとする計画である。なかんずく知識人に焦点をあわ

什ごいる。

5. 経済発展

（山）経済成長の要因と最適化（Rarlner, R. an1l 
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McFadden, D. L.) 

"! ft＼：経済学の手法を使〆Pて：lミJtE(J':J川町斉成長モデノレを

/1 , C，その要因を探り， このモデノレを使って数学的di・

ul!1,L、，／）手法によって最適経済政策をJiff究しようとするJ+
l閣である。

(b; 1氏開発閣における財政計商（Wildausky,A.) 

低開発国の経済計画が現在の形では有効に｛!i!JかないM

[slを，財政の作成過程に関連して考察し，もって経済計

jlfljの？Jiしい考えを提起し上うとする/iJI究社函である。

低開発国の経済成μモデ’レ（完arcmbka,P.) 

jJ＼；開発国のモデルをfnJ止し，実，J[的に検証しようとす

る｛ill究であるo 低所得国の二，fi;経済格iきモデルがこれま

でに Jコくられ，それによ Jて経済r&E介ためには農業に

おける生産技術が重要なことが明らかにされた。また，

貿易を取り入れたモデルもつくられた。

6白頭際関係

(a) アジf安全保障問閣のI渚），iJITri (.1りhns什n.C. A.) 

111 ！叫の潜在能力と日約，）j，£；·~，：r.u4 ，叶出1;1J，アジア諮問

; 1 ii/IiVi協力のe見通し，主｝工び-Y:)，・における核兵itH示千T

,l・11l1iによって生ずる問題が持論三わた

l、j、I：の他に， 1969-1970午々には，人‘学とti：会あるい

:t・；：：討と行政担当者と♂）！日！にふ：pI~雲院号開めるためのア

ログラムも実行された。とれは，大学紛争や反戦運動に

まきiさまれる上うになったアカヂミソケサーケルからの

ぼ省、の一つの現われとみることができ上弓。この研究｝？？

に関係する教授達が，サンフランシスコ湾地域にあって

i,~ ＇；トと交流のある機関で明代ゾ）問題ぱ／〉いて講演会した

IJ、主た，研究所の図芹館札中学校の社会科の先生の

ために資料目録を作成した円 Ltご. -~ ，，に，政策につい
仁学者と政策立案担＇＇ 1計ーとのIIJJe，古I，！交換の場を設け
る上与にしている。当年度i士、 / .•＼.，ウ？ーの国連大使で

ある EdvardHamhroが招勝された。その議題は，ヱコ

ロジカルな問題に対して悶速が貢献できる可能性につい

てというものであった。このように，今後も，外国の政

策担当脅をある期間研究所に照いて，セミナー，講演さ？

をj前じて外有名との交流を！~司るといりことである＂

I山頃研究は，いくつ丸山『） I'. ，ト－ l_: f：＇司会によって行

!;;! 'il..てヤる。これら♂）機関f上レ Y〆レンス，パンブ

¥.,. f ト，新聞，読書室，三活研修等地域研究に必要なサ

ーヴィスのほかに，地域研究を；;tjす学生の受入れも行な

っている。さらに，学部問のセミ十ーを開催したり，研

究のための財政援助も行なっているo以下に各地域研究

研究機関紹介

機関全革；i介する。

1. Center干。T Chinese Studies 

l 'l57 ｛［：に：浸還された。その対象Iよ，主として1949年以

｜与の'11Jtにふる。ときには，Centerfor Slavic and E出 t

European Studiesと共催で， 共産閣に関するセミ十ー

を持つことがある。このセンターは，中共に関する新聞

雑誌等の膨大なコレクションを持っており，カリフォル

ニア大学（パークレー〉で最大の地域研究機関であり，

'I'：た‘アメリカにおいても指折りのものといわれるO 出

1:1,J句としと， ChinaResearch ,,lonogra／》hs,Studies in 

（、hineseCommunist Terminulo.~＞～ぐali.fi川川·a Booお

り11 ,Hoclern Chinaを出してい＇ CJ0 

2. Center f。rJapanese and Korean Studies 
このセンタ一は，セミナ一開1雀と研究への財政f愛助に

)J,’ 
jJf究が行なわれてU、るか，その－frMIを見るため，昨年度

のセミナーのテーマその他を年報より抜き出してみる。

｛；もi 19:15＇！＇.の政治形態（升味準之輔）

,1,. J1,I,代！！本における祖先山tf(R. J. Smith) 

｛〈！近代11本における政治における対立と変動（M.

Le，問r州 n)

(i]) 大衆運動と民主主義： L1本の政治における創悩学

会 (J.W. Whitめ

（川 [l本歴史，個性と伝記の問題（H.Harootunian) 

( f) 木戸考允と大久保利通：社会心理学的分析（A.

恥fCraig) 

iにl 品Ulile><における都会化左近代化の例代； DeV附）

11,1 ll本における官僚の役割（19伺～1945t「〉：政治

家としての官吏（B.Silberman) 

( i ) ij¥¥;iを円本における宗教運動と学生騒動ぐunrest〕

(K. P. Koepping) 

(j) 日本における無教会主義（C.Caldarola) 

資金援助をしている教授の研究計画には次のようなも

のがある。

（川 氏11附Ji・ f~・の研究（Haruo Aoki) 

川叩1111記翻訳（G.B. Bikk) 

(, i ,fif~ 11本における信仰の研究（D.M. Broan) 

(d) 東；；（0）低所得i乏における家/jfi:と青少年犯罪の研究
(<;. De Vos) 

（川澄史における国学の思想的立義（H.Harootunian) 

(r) 松川事件の研究（C.Johnson) 

（的宇治捨遺物語の研究と翻訳（D.Mills) 
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研究機関紹介

IL 明治における派閥抗争（L SL,heiner) には，研究者，学生の交換から， t'I然科学，社会科

t：シターでは，単行本の刊行の他雑誌“AsianSur¥'ey" 芋，文「子芸術を台むft:同研究があるつ

をrn慨してし、る。更にIre、B付属の E出 tA日aticLibrary 4. Center for So叶hand Southeast Asia Studies 

v＇）文I依購入のための補助も行なってL、るつ 190前年に SouthAsia Studiesが波立され，それが

3. Center for Latin American Studies 1960年発足の Southe出 tAsia Studiesと1969年統合し

19S6年に次立され 1 羽往しつi，号動；土上，J己のとン夕、ーとは てこのでンターとなった。

;+1.;J段である。 他のセンヲーとほff同様な活動を行なうが，三語研修

この七ンケーは？ 下リ大学と Jt1,~;Jfi]f'fl'. ,:t1tl1［をf:1°九，ま に力を入れてu、る工うである。ヒンデ f一，ウ Fレドウ，

fこ・；， '; > 7 ,tード、大学内ラテン． γJ1) :.'J委員会1.:J仁川 サンス 7リヴト，ケミール；＼it, fンドネシァ；吾，マレー

で’＇／＇f:.Jiぴ教民問の似すtぴlfrド：＼／：らtdrtムJ ，ている｛ ,m, 十ランプ語， タプfpグ，ク fJ苦およびヴヱトトム苅
二川－1，：ケーには， CenterFellowという制度があ， {It' i!J ill frJ.i究がりえられれ、る。刊行物として， .1sian

‘その はにんるとラテ／・ r/ 11子7ii）研究者へのおf Sur,・,'.¥', Indian Iうでss [)iKPSt, Occasional j,aj>ers, 

f「企庁む種々 の｛更＇11＇.’が与えられる。 1967n8年度で約＇.-lO Inst it II t，’of lntc,フrationalStudic・5 のモノグラア等が
人L、る 3 かれん勺研究占担問の乃ち，経済1/U昭.／）みを列心 身3るf

｜ 寸九と？とn.下のi市町でふる】 5. Committee for Middle Eastern Studies 

i:i' ヲテ〆・ f I 1）力における1ft史ど経済発Ip' ［（）印有に校、＇1：：：：れ／：o その Ur活動は， ＇＼lj_fi東に鴻F

1¥, ラテ、・ f J IJ －／；におけると地所ff:B:J,J,,; {L形態 ヨ公ntl滋r,H,：：..ンポジウムー~＇誌を＋：慨する三とである、

（刊ttlemcntpatkrnバと畏業必11',:

チリにお；fる非！こ ＇，；：＿＇JJ（，劫の'I:殻↑干に 1:.r_i王ず安lkl

'di ラテ与 • ( J lj /Jの労働人i1 f持h\tt長 ~t

'.°r・I Fリの上til'i!.c本

r, 1 六人• r) IJ jjl{"f:' c/ l車五斉人頒・；：： （刷、けll＜》mi仁川，thrけ

pol，叫，）と社会経済制度

＂町内｛ilf究，d・両と Lく， i欠の Lう／け，C＇）がふィ；，0 

・111 j）灯台7杉態の近代化との関係

M雪長I也城；上、 ト，~，－，‘ イラ〉， fブガニスゲン， fスラ

仁 IC_/j仁び＇t'}iw；のアラブ諸同であるの
6. Committee for African Studies 

fノリ刀研’1.;に問する学部間交流を促i空し， 戸ア！｝力

にl¥lJす；：，nnをJI／$ーしてし、る段階であるのカ ljブt／し二三
f大、；：： ( Jlιf Lゼ，，.,, ）の Afri四 nStu《lies（‘.enter 

.1:-H:r,nで， lit界中力、，， -y 7 りか研究riをJ{l議しといるの

f[l;jl)lj研究と lご， ス－： 1 ：げ'ilUiJl.~Lニ設の現政治形態守 I：，，己の上弓な地域研究や比較研究が進行するに Jサ1.,

,,,r.,；色発I}（：品作におけるだ子史的工 r）ートの役訓＇ fl；会 続行されたti：会科学理論土そのための方法論の必要・nが
経済日）変化れこ上J ご生じた状態への教会の滴応、二－ ) rJ. しだいに認i；草される工うになった。国際問題研究所は，

Le引土的伝統が；（触したときの統合の！日i足立$工主化に「l’ この1/IJ'illを険対するプログラムを設けた。それは， The

-, f1Jlif1！＇（矧の変化万がある。 Research Scholars Programといわれ，各分野かん代

i,1 ／キシコの人IJ推移 表者が集主り，その問題を討議し主ろとするものである η

ベ＜ 1’ン征服にkる人11減少とJつ}f民人11に山ます f その成果を売友する機関誌として，ComparativeStudi引

が；l十Jiliiされている q このプログラムの目的として三つ挙

Cl ラテシ・ f/ J )) 従1存st：文献！！録 げじれている。一つは，地域研究と比較研究の怠誌を明

,I 1 コロ；ビ pーのWt.ii-便覧 じかにすること，二つに，それらの研究における方法論

い－＜ル一政I／干の発民百f-T再， Cり－operaciりnPopuhげ をー椴（t'＇.）な社会科学理論に関連づけるとと， 1i'l後にその

山南部Jゴーラi也1；共同体に1之iます長プご， 7"7ジJ[/(/) 成果そ磁々の機会 (ILi版物，会I議，セミ十一等）をiifiじ

~onlc,tc f二.［3ける資源平I］刑， V可ll:; y ／こ1しり Los C公夫することであるの

l¥fochis-T叩“lobam1附｝む（正におけミ2ri!,il；化＇： -:-elf、 た！己ながら，この線；与を作成するにあたって，との研

yラジルの経済；rl画。 ')i'.1升の話1＼理事：E. B. Mihaly 氏から多くの情報を i~ ；と〉

r, ヂリ計阿， Tリ大学とカリフォノレニア大学の防に ；誌｝＿をかりで感謝の意を表しておきたい。

i士1963年l).j社！Nitが行ーなわれてし巴る。 19日午， ブ十 （経済成長i¥J':¥jft ;';t 7；的純子j)

ード日j団の民JI/」によ J〆て！七日，；JI認が｛乍られた。これ
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